
令和３年度採用

群馬県公立高等学校教員選考試験問題

地 理

受 氏

験

番

号 名

注 意 事 項

１ 「開始」の指示があるまでは、問題用紙を開かないでください。

２ 問題は、１ページから１３ページまであります。「開始」の指示後、すぐ

に確認してください。

３ 解答は、すべて解答用紙に記入してください。

４ 「終了」の指示があったら、直ちに筆記具を置き、問題用紙と番号順に重

ねた解答用紙を机の上に置いてください。

５ 退席の指示があるまで、その場でお待ちください。

６ この問題用紙は、持ち帰ってください。





























受
科 験 氏

地理 解答用紙 ２ 枚中の １
番

(３年)
目

号
名

１
(1)① 主体的 ② 傾向

③ 系統地理 ④ 交通・通信 (各１点×４＝４点)

(2) 日本では、水田はほぼ全国に分布する一般的共通性を有する土地利用と言えるが、

世界では、水田は東・東南アジアなどに集中して分布する地方的特殊性を有する土地利用であり、

一般的共通性をもつ土地利用とは言えない。 (３点)

２
(1)①Ａ ア Ｂ ウ Ｃ イ (各１点×３＝３点)

②Ｘ 過剰な森林伐採 Ｙ 永久凍土の融解

Ｚ メタンガス (各２点×３＝６点)

③ 海底に海溝があり、その付近を震源とする地震により津波が発生し、

沿岸諸国に被害をもたらした。 (３点)

(2)ア マドリード イ 秋田

ウ ペキン エ ニューヨーク (各１点×４＝４点)

(3) (例)土地分類基本調査の災害履歴図を用いて、過去に被災した地域を把握する。

地形分類図を用いて、盛土地や旧河道などの軟弱地盤を把握する。旧版地形図を用いて、地形改変の履歴を把握する。
(３点)

３
(1)ア 米 イ 野菜 ウ 魚介類 (各１点×３＝３点)

(2)インド ウ カナダ エ (各１点×２＝２点)

説明 カナダは寒冷な地域であるため、冬が生育期の冬小麦の栽培には向かず、夏が生育期の春小麦が生産される。

インドは温暖な地域であるため、冬小麦が栽培される。また、インドはより低緯度に位置しているため、

生育期間が短くなる。 (４点)

(3)①ア 中国 イ アメリカ合衆国 ウ ウズベキスタン
(各１点×３＝３点)

②河川名 アムダリア川 シルダリア川 (各１点×２＝２点)

説明 アラル海への流入量が減少して干上がり、漁業の衰退や農地の塩害、塩分を含んだ砂嵐による

健康被害などが生じている。 (３点)

(4) 日本は、多くの水を必要とする稲作が盛んであるため。 (２点)

(5)記号 ア (１点)

説明 近年の技術革新によって、シェール(頁岩)層からのシェールオイルの産出が本格化し、

原油の生産量が急増したため。 (３点)

(6) コンテンツの制作に不可欠な、創造性や技能、才能にすぐれた人材の確保や

情報収集が行いやすいため。 (２点)

(7)ア 中国 イ 韓国 ウ タイ (各１点×３＝３点)



受
科 験 氏

地理 解答用紙 ２ 枚中の ２
番

(３年)
目

号
名

４
(1)記号 ウ (１点)

説明 豊田市は自動車産業が発達しており、それに従事する生産年齢人口の若年男性層の

割合が高くなるため。 (２点)

(2) いずれの国もかつてのイギリス植民地であり、インドからさとうきびなどのプランテーション労働力として

移り住んだから。 (３点)

(3)① 卸売業は小売業に比べて商圏が広いので、中心地機能をもつ都市に集積する。

中心地機能が高くなるほど人口規模が大きくなる傾向があるため、卸小売比率が高くなる。 (４点)

② 区分Ｄの都市は、昼夜間人口比率の低い都市となっており、隣接する中心都市の都市圏に

含まれているため、地元での商品の購入が少ない。 (３点)

(4) 国 境 線 の 多 く は 、 旧 宗 主 国 に よ っ て 人 為 的 に

設 定 さ れ 、 民 族 の 分 布 と 一 致 し な い た め 。

（２点）

５
(1)①河川Ａ オリノコ川 (１点) 河川Ｂ ラプラタ川 (１点)

②河川Ａ 砂や泥が堆積した三角州が形成されている。 (２点)

河川Ｂ ラッパ状の湾であるエスチュアリーが形成されている。 (２点)

(2)記号 イ (１点)

説明 Ｐの首都キトは赤道直下にあるが標高3000ｍ以上の高山都市であるため、

一年を通して気温が14度程度で安定しているから。 (３点)

(3)名称 テラローシャ (１点)

特徴 玄武岩が風化した肥沃な間帯土壌であり、コーヒー栽培に適している。 (２点)

(4)①ア Ｕ イ Ｐ ウ Ｔ エ Ｓ (各１点×４＝４点)

②Ｘ 原油 Ｙ 鉄鉱石 (各１点×２＝２点)

(5)① ファゼンダ (１点) ② ファベーラ (１点)

６
(1)① キ ② Ｄ (2) ａ ｃ ｅ （２点）

(3)① 絶対値である人口を階級区分図で表しているため、人口分布の粗密を把握することができない。

そのため、人口密度などの相対値で作成する必要がある。(または図形表現図で表した方が良い。) (３点)

②データ名 洪水浸水深さ 避難場所

説明 洪水時の避難に適した避難場所について検討を行う指導ができる。

(データ名と説明の両方で２点)



受
科

験
氏

地理 解答用紙 ２ 枚中の １
番

(３年)
目

号
名

１
(1)① 主体的 ② 傾向

③ 系統地理 ④ 交通・通信 (各１点×４＝４点)

(2) 日本では、水田はほぼ全国に分布する一般的共通性を有する土地利用と言えるが、

世界では、水田は東・東南アジアなどに集中して分布する地方的特殊性を有する土地利用であり、

一般的共通性をもつ土地利用とは言えない。 (３点)

２
(1)①Ａ イ Ｂ ウ Ｃ ア (各１点×３＝３点)

②Ｘ 過剰な森林伐採 Ｙ 永久凍土の融解

Ｚ メタンガス (各２点×３＝６点)

③ 海底に海溝があり、その付近を震源とする海溝型地震により津波が発生し、

沿岸諸国に被害をもたらした。 (３点)

(2)ア マドリード イ 秋田

ウ ペキン エ ニューヨーク (各１点×４＝４点)

(3) (例)土地分類基本調査の災害履歴図を用いて、過去に被災した地域を把握する。

(地形分類図を用いて、盛土地や旧河道などの軟弱地盤を把握する。)(旧版地形図を用いて、地形改変の履歴を把握する。)
(３点)

３
(1)ア 米 イ 野菜 ウ 魚介類 (各１点×３＝３点)

(2)インド ウ カナダ エ (各１点×２＝２点)

説明 インドは温暖な地域であるため、秋に作付し初夏に収穫する冬小麦が栽培される。また、インドは低緯度に

位置しているため、生育期間が短くなる。カナダは寒冷な地域であるため、冬小麦の栽培には向かず、

春に作付し秋に収穫する春小麦が生産される。

(４点)

(3)①ア 中国 イ アメリカ合衆国 ウ ウズベキスタン
(各１点×３＝３点)

②河川名 アムダリア川 シルダリア川 (各１点×２＝２点)

説明 アラル海への流入量が減少して干上がり、漁業の衰退や農地の塩害、塩分を含んだ砂嵐による

健康被害などが生じている。 (３点)

(4) 日本はインドと同様に農業用水の割合が高い。その理由は多くの水を必要とする稲作が盛んであるためである。(２点)

(5)記号 ア (１点)

説明 近年の技術革新によって、シェール(頁岩)層からのシェールオイルの産出が本格化し、

原油の生産量が急増したため。 (３点)

(6) コンテンツの制作に不可欠な、創造性や技能、才能にすぐれた人材の確保や

情報収集が行いやすいため。 (２点)

(7)ア 中国 イ 韓国 ウ タイ (各１点×３＝３点)

以下はあくまでも解答の一例です。



受
科

験
氏

地理 解答用紙 ２ 枚中の ２
番

目
号

名 (３年)

４
(1)記号 ウ (１点)

説明 豊田市は自動車産業が発達しており、それに従事する生産年齢人口の若年男性層の

割合が高くなるため。 (２点)

(2) いずれの国もかつてのイギリス植民地であり、インドからさとうきびなどのプランテーション労働力として

移り住んだから。 (３点)

(3)① 卸売業は小売業に比べて商圏が広いので、中心地機能をもつ都市に集積する。

中心地機能が高い都市ほど人口規模が大きい傾向があるため、卸小売比率が高くなる。 (３点)

② 区分Ｄの都市は、昼夜間人口比率の低い都市と推察され、隣接する中心都市の都市圏に

含まれているため、地元での商品の購入が少ない。 (３点)

(4) 国 境 線 の 多 く は 、 旧 宗 主 国 に よ っ て 人 為 的 に

設 定 さ れ 、 民 族 の 分 布 と 一 致 し な い た め 。

（２点）

５
(1)①河川Ａ オリノコ川 (１点) 河川Ｂ ラプラタ川 (１点)

②河川Ａ 砂や泥が堆積した三角州が形成されている。 (２点)

河川Ｂ ラッパ状の湾であるエスチュアリーが形成されている。 (２点)

(2)記号 イ (１点)

説明 Ｐの首都キトは赤道直下にあるが高山都市であるため、一年を通して気温が14度程度で

安定しているから。 (３点)

(3)名称 テラローシャ (１点)

特徴 玄武岩が風化した肥沃な間帯土壌であり、コーヒー豆栽培に適している。 (２点)

(4)①ア Ｕ イ Ｐ ウ Ｔ エ Ｓ (各１点×４＝４点)

②Ｘ 原油 Ｙ 鉄鉱石 (各１点×２＝２点)

(5)① ファゼンダ (１点) ② ファベーラ (１点)

６
(1)① キ ② Ｄ (2) ａ ｃ ｅ （２点）

（２点） （２点）
(3)① 絶対値である人口を階級区分図で表しているため、人口分布の粗密を把握することができない。

そのため、図形表現図で表した方が良い。(人口密度などの相対値で作成する必要がある。) (３点)

②データ名 洪水浸水深さ 避難場所

説明 洪水時の避難に適した避難場所及びそこへの移動経路について検討を行う指導ができる。

(データ名と説明の両方で２点)

以下はあくまでも解答の一例です。


